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パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
子
ど
も
の
国
籍
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
に
一
部
の
市
町
村
に
対
し
、
重
国
籍
の
子
ど
も
が
国
籍
選
択
届
を
し
て
い
る
か
否
か
に
関
す
る
照
会
が
な
さ
れ
た

と
い
う
情
報
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
本
年
十
月
三
日
の
法
務
省
民
事
局
民
事
第
一
課
長
二
一
二
〇
号
通
知
に
よ
り
、
今
後
は
パ

レ
ス
チ
ナ
人
父
母
の
子
ど
も
に
対
し
日
本
国
籍
を
付
与
し
な
い
と
い
う
取
扱
い
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
の
点
を

質
問
す
る
。

一

国
籍
選
択
届
の
照
会
に
つ
い
て

（
�
）

本
年
は
、
国
籍
法
の
改
正
に
よ
り
父
母
両
系
血
統
主
義
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
二
十
二
年
目
に
あ
た
り
、
当
時
国
際

結
婚
に
よ
り
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
国
籍
選
択
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
（
国
籍
法
十
四
条
一
項
）
。

法
務
省
は
、
自
民
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
依
頼
を
受
け
、
こ
の
よ
う
な
期
限
を
迎
え
た
子
ど
も
が
国
籍

選
択
届
を
し
た
か
否
か
と
い
う
照
会
を
一
部
の
市
町
村
に
対
し
行
っ
た
と
い
う
情
報
が
あ
る
が
、
調
査
の
目
的
は
何

か
。

（
�
）

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
の
特
定
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
な
さ
れ
た
の
か
。

（
�
）

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど
も
の
数
、
お
よ
び
国
籍
選
択
届
を
行
っ
て
い
た
子
ど
も
の
数
は
何
人
か
。

一



（
�
）

法
務
大
臣
は
、
期
限
内
に
日
本
国
籍
の
選
択
を
し
な
い
重
国
籍
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
、
国
籍
選
択
を
す
べ
き

こ
と
を
催
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
国
籍
法
十
五
条
一
項
）
が
、
平
成
十
五
年
七
月
十
七
日
の
参
議
院
法
務
委
員
会

に
お
け
る
答
弁
（
会
議
録
二
十
三
号
一
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
ま
で
に
催
告
し
た
例
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
新
た
に
催
告
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

二

国
籍
選
択
の
催
告
に
つ
い
て

（
�
）

国
籍
選
択
の
催
告
を
受
け
た
者
は
、
一
か
月
以
内
に
日
本
国
籍
を
選
択
し
な
け
れ
ば
、
自
動
的
に
日
本
国
籍
を
失

う
（
国
籍
法
十
五
条
三
項
）
が
、
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
国
籍
の
剥
奪
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考

え
る
か
。

（
�
）

日
本
国
内
に
居
住
す
る
者
が
日
本
国
籍
を
失
っ
た
場
合
、
在
留
資
格
の
取
得
の
申
請
お
よ
び
外
国
人
登
録
の
義
務

を
負
い
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
怠
っ
た
場
合
は
、
刑
事
罰
を
科
さ
れ
る
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
二
十
二
条
の

二
、
七
十
条
一
項
八
号
、
外
国
人
登
録
法
三
条
一
項
、
十
八
条
一
項
一
号
）
。
自
動
的
に
日
本
国
籍
を
失
っ
た
者

は
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
知
ら
な
い
可
能
性
が
大
き
い
が
、
戦
後
す
ぐ
に
在
日
朝
鮮
人
・
台
湾
人
と
結
婚
し
た
日
本
人

女
性
が
外
国
人
登
録
法
違
反
に
問
わ
れ
た
例
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
今
回
も
ま
た
、
刑
事
罰
に
問
わ
れ
る
危
険

二



性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

政
府
は
、
そ
れ
で
も
な
お
、
国
籍
の
剥
奪
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

（
�
）

も
と
も
と
国
籍
選
択
制
度
は
、
一
九
七
七
年
の
欧
州
理
事
会
閣
僚
評
議
会
の
決
議
の
勧
告
を
参
考
に
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
勧
告
に
従
っ
た
国
は
、
イ
タ
リ
ア
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
一
九
九
二
年
に
は
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
も
国

籍
選
択
制
度
を
廃
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
七
年
に
は
、
同
じ
欧
州
理
事
会
閣
僚
評
議
会
が
「
国
籍
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
条
約
」
を
採
択
し
、
こ
の
条
約
に
よ
れ
ば
、
出
生
に
よ
り
重
国
籍
と
な
っ
た
子
ど
も
が
そ
の
国
籍
を
保

持
す
る
こ
と
は
、
締
約
国
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
（
十
四
条
一
項
ａ
号
）
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
国
籍
選
択
の
催
告
を
行
い
、
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
重
国
籍
者
の
日
本
国
籍
を
剥

奪
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
な
非
難
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。

三

外
国
居
住
者
へ
の
催
告
に
つ
い
て

（
�
）

国
籍
選
択
の
催
告
は
、
重
国
籍
者
が
外
国
在
住
な
ど
に
よ
り
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
官
報
へ
の

掲
載
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
国
籍
法
十
五
条
二
項
）
、
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
手
段
に
よ
る
催
告
も
行
う
つ
も

り
か
。

三



（
�
）

官
報
に
よ
る
催
告
は
、
事
実
上
、
重
国
籍
者
の
目
に
触
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
日
本
国
籍
を
失
う
危
険
性
が

高
い
が
、
こ
の
よ
う
な
国
籍
の
剥
奪
は
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

（
�
）

官
報
に
よ
る
催
告
の
場
合
に
限
り
、
届
出
に
よ
る
国
籍
再
取
得
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
国
籍
法
十
七
条

二
項
）
が
、
国
籍
選
択
届
と
異
な
り
、
法
務
局
を
窓
口
と
し
て
お
り
（
同
施
行
規
則
一
条
一
項
）
、
面
倒
な
手
続
が

予
定
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
一
日
民
五
第
五
五
〇
六
号
民
事
局
長
通
達
第
一
）
。

官
報
に
よ
る
催
告
が
事
実
上
重
国
籍
者
の
目
に
触
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
も
っ
と
手
続
を
簡
素
化
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

四

パ
レ
ス
チ
ナ
人
父
母
の
子
ど
も
の
国
籍
に
つ
い
て

（
�
）

国
籍
法
二
条
三
号
は
、
「
日
本
で
生
ま
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
父
母
が
と
も
に
知
れ
な
い
と
き
、
又
は
国
籍
を
有

し
な
い
と
き
」
、
子
ど
も
は
日
本
国
民
と
す
る
。
従
来
、
日
本
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
父
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、

こ
の
規
定
に
も
と
づ
き
日
本
国
籍
を
認
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
数
は
十
四
人
と
さ
れ
て
い
る
。

本
年
十
月
三
日
の
通
知
に
よ
り
、
こ
の
取
扱
い
を
変
更
し
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
日
本
国
籍
を
認
め
な
い
と
し

た
理
由
は
何
か
。

四



（
�
）

本
年
十
月
五
日
の
法
務
大
臣
の
閣
議
後
記
者
会
見
に
よ
れ
ば
、
外
務
省
に
対
す
る
照
会
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
通
知
が
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
外
務
省
は
、
ど
の
よ
う
な
回
答
を
行
っ
た
の
か
。

（
�
）

閣
議
後
記
者
会
見
に
よ
れ
ば
、
法
務
大
臣
は
、
「
本
国
に
帰
っ
て
も
、
難
民
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
き
ち
ん
と

住
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
が
日
本
に
い
る
間
の
保
護
で
あ
る
。

日
本
が
承
認
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ
が
日
本
出
生
の
子
ど
も
を
保
護
で
き
る
と
す
る
根
拠

は
何
か
。

（
�
）

閣
議
後
記
者
会
見
に
よ
れ
ば
、
法
務
大
臣
は
、
「
純
粋
な
パ
レ
ス
チ
ナ
の
血
の
方
が
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る

と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
お
か
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
国
籍
法
二
条
三
号
の
解
釈
に
関
す
る
平
成
七
年
一
月
二

十
七
日
の
最
高
裁
判
決
は
、
子
ど
も
が
生
物
学
的
に
日
本
人
の
血
統
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
外
国
人
の
血
統
で
あ
る

か
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。

法
務
大
臣
の
発
言
は
、
こ
の
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

（
�
）

本
件
通
知
は
、
国
籍
法
二
条
三
号
の
適
用
を
否
定
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
外
国
人
登
録
や
戸
籍
な
ど
の
実
務
に
お

い
て
、
一
般
的
に
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
籍
」
と
い
う
記
載
を
認
め
る
の
か
。

五



（
�
）

閣
議
後
記
者
会
見
に
よ
れ
ば
、
法
務
大
臣
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
旅
券
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
の
ひ
と

つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
台
湾
の
旅
券
も
同
様
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
籍
」
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
中
華
民
国
国
籍
」
も
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


